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＜金標準、利下げを織り込み過ぎた反動に注意・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

FOMC の常任メンバーで唯一のタカ派であるウォラーFRB 理事が講演で「経済を減速させ、

インフレ率を 2％に戻す上で政策が現在、好位置にあるとの確信を私は強めている」と発言

するなど、ハト派に触れた発言を受けて市場は利下げありきの動きを強めだしている。 

また FRBが重要視する PCEデフレーターでも前年比で前月の 3.4％を下回る 3.0％となるな

どインフレは抑制されている動きを示している。特に週末のパウエル FRB議長が講演で「十

分に景気抑制的なスタンスを達成したと確信を持って結論づける、あるいは金融緩和の時

期について臆測するのは時期尚早だ」と述べても市場は 12 月の FOMC における金利据え置

き、来年早々の利上げまで織り込み済みを示すなど、長期 10 年債の金利は 4.197％まで低

下し「金利を生まない金」にとって投資の妙味を強めた状態に思える。そのため 11月の高

値 9743円を超え、9779円まで高値を更新するなど行き過ぎた利下げ織り込みの値動きに思

え、格言で示す「中央銀行に逆らうな」の咎めに注意が必要と思える。 

＜テクニカル＞ 

金標準先物の日足の MACD や RCI では、MACD は MACD が切り上げながら、シグナルも下げ止

まり MACDがシグナルを上回っている。また RCIでも短期と長期が上昇を行ない、高値追い

を示唆しているが、高値更新でも指数は前回の高値を上回っていない。 
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このレポートはお客様への情報提供を目的としています。情報に関しては正確を期するよう最善を尽くしておりま
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